








リンパ球の腎疾患発症への関与を検討する目的で、リンパ球 ConA 添加培養上清の血管内皮

細胞に及ぼす影響を観察した。培養血管内皮細胞のCa++取り込みを指標として培養上清の

内皮細胞刺激因子を測定すると微少変化型ネフローゼ症候群では活動期に高く、寛解に伴

って消失する。培養内皮細胞単層膜を用いて培養上清の膜透過性に対する作用を検討する

と、本症候群の活動期には血管壁の透過性亢進が認められる。糸球体疾患にはこのような

現象は見られない。 


